
◆はじめに｢結果ありき｣の｢貸し出し拒否｣

福島大生のみなさん！ 今、｢原発反対の声をつぶす｣ため

のとんでもない言論統制(憲法違反)が起こっています。私

たちの｢10・21全国学生集会｣の教室使用申請を、福大当局

は恣意的理由で却下したのです。

＊９月30日、福大生Ａ君と福大Ｂ准教授が書面にて10月21

日の教室使用申請を行いました。これに対し、10月５日に

教務課から｢不許可通告｣がなされました。

＊不許可の｢理由｣がまったくのデタラメです。最初は、｢学

外者が主催している｣｢個人での申請だから｣と言っていまし

た。しかし私たちが、①７月３日にジャーナリストの広瀬

隆さんの講演会が市民団体の主催で教室で行われているこ

と、②これまでにも個人で教室を借りたことは幾度もあっ

たこと、を指摘したら、今度は｢個人貸し出しを認めるかは

ケースバイケース｣｢これは副学長決定だ｣と開き直りました。

＊さらに先日17日にはついに、｢使用不許可の『基準』を言

う必要はない！｣｢教育環境を害する企画(※21日の原発反対

講演会のこと)は認めない！｣と本音をむき出しにし、あげ

全日本学生自治会総連合(斎藤郁真委員長)
TEL 050-3036-6464 http://www.zengakuren.jp/ furukori@ezweb.ne.jp(古郡)

講演：豊島耕一さん (佐賀大学理工学部教授、｢玄海原発プルサーマル裁判｣原告)

『福島原発事故と大学人の責任』
◆闘う福島のお母さん(保護者)たち＝｢子どもたちを放射能から守る福島ネットワーク｣からの発言もあります！

10月21日(金) 昼集会：正午よりＳ棟前広場にて 講演会：17～19時、講義棟内教室にて

21日(金)､福大生は声をあげよう!

９月19日の反原発６万人集会の先頭に立つ｢怒 福島隊｣のノボリ



くの果てには｢21日は大学がすべての教室を押さえた｣など

と、恥ずかしげもなく宣言しました。

絶対に許せない！ 要するに、いかなる手段を使っても福

大生を原発に反対させない、教室を使わせないということ

です。そのためには言論弾圧でも何でもやるというのです。

◆大学が｢原発推進機関｣になっていいのか

福島大学はこれでいいのか？ 左の囲みを見れば明白なよ

うに、福大当局の原発推進の姿勢は｢３・11｣以降もはっき

りしています。本来であれば、キャンパスが高濃度に汚染

されて福大生の健康と未来が奪われようとしている時に、

福大当局こそが最先頭で｢原発廃絶！｣｢再稼働反対！｣の声

をあげなければならないはずです。しかし、行っているこ

とはまったく逆であり、｢原子力ムラ｣の一員そのものです。

◆福大を変える力は、福大生の中にある！

私たちはこの現実を変えるため、21日に福大生の仲間と

ともに学内集会を行います。当局は教室使用申請を認めよ！

原発反対署名は100筆以上集まり、多くの怒りの声も寄せ

られています。福大の主人公は福大生です。福大生が立ち

上がれば福大は変えられます。福島大の闘いは全国に一気

に波及し、原発を止める決定的な力になります。世界中で

青年・学生が闘っています。福大からも行動を開始しよう！

11月６日(日)正午～ ＠東京･日比谷野外音楽堂 (10時～ 前段企画として青年学生反原発大集会)

毎日、たくさんの『怒りのメッセージ！』が寄せ

られています！ 上は人間発達学類３年生、下は

行政政策学類２年生。福大生はみんな怒っている！

入戸野学長は４月21日の開講メッセージで、チェルノ

ブイリ原発事故時の｢強制移住基準｣を超えるキャンパス

線量レベルを｢健康被害は発症しない｣と言いなした。

同学長は６月８日の学内説明会でも、｢学内被曝は大丈

夫、不安な人は保健管理センターへ行くこと｣と強弁。

７月13日に｢1000人プロジェクト｣写真撮影。汚染され

たキャンパスから｢世界に笑顔を届けよう｣という茶番劇。

高速増殖炉｢もんじゅ｣を所有し、原発推進の国策遂行

機関＝ＪＡＥＡとの連携を学長のトップダウンで決定。

当局のあまりのデタラメに批判の声をあげた学生を個

別に呼び出し、原発に反対しないように恫喝している。

そもそも福大当局は、｢３･11｣の前にも後にも原発に反

対したことなど一度もない、根っからの原発推進論者だ！


